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共依存の倫理 

――精神分析と臨床心理を越えて―― 

小西 真理子 

 

１.  本研究の背景と目的 

 

1970 年代末、アメリカのアルコール依存症の臨床において、セラピストたちは、アルコ

ホリック（アルコール依存症者）の周囲には自らの生活全てを賭けて彼らを支えようとす

るイネイブラー（enabler）がいることに気がついた。イネイブラーはアルコホリックから

依存されることに依存しているため、彼らの症状の回復ではなく、病理の進行をサポート

する行動を無意識にも取ってしまう。イネイブラーに類似する症状は、イネイブラーの個
、

人的症状
、、、、

に留まらず、アルコホリックとイネイブラーのような関係性
、、、

という意味も含む共

依存（co-dependence, co-dependency）と呼ばれるようになった。この臨床で生まれた共

依存という語は、その特性が注目を浴びることにより、臨床以外の領域でも使われるよう

になった。 
これまで共依存は、セラピストやカウンセラーのような専門家たち[Beattie,1978; 

Schaef, 1986; Mellody, 1989; Whitfield, 1991]、依存症者本人たちによる自助グループ

[Alcoholics Anonymous, 2001]、嗜癖（addiction）を研究対象とする研究者たち

[Hands&Dear, 1994; Palino&McCrady, 1977]によって、その回復の手段を探すことを主

な目的とする研究がされてきた。1990 年代以降は、アンソニー・ギデンズが『親密性の変

容』で共依存を取り扱ったこともあり、社会学においても研究がみられるようになった 
[Giddens, 1992; 加藤, 1993]。このように、共依存概念は、ディシプリンを越えて、それ

ぞれの領域で断片的に語られてきた。本論文では、これらの共依存言説について、領域を

超えて再検証することを経て、これまでの共依存研究における以下の四つの問題点の解決

を目指す。 
第一の問題は、共依存概念生成の歴史研究が、非常に曖昧な形でしかなされてこなかっ

たことである。共依存概念は医学界において定義が曖昧でその存在自体が疑わしいと批判

されている。この批判が生じる原因のうち最も顕著なものこそが、この歴史研究の曖昧さ

であるため、その解決が求められる。また、共依存の概念史を検証すれば、それが共依存

の病理化の歴史であることが分かる。しかし一方、その概念史において、共依存の病理性

は、常に非病理性を抱えた両義的なものとして現れてくる。共依存の病理性について論じ

ている先行研究においては、共依存の精神医学的病理の確立を目指しているものや、その

病理性における曖昧さの事実のみを記述しているものが多く、共依存の病理性における両

義的側面の歴史的必然性に対する指摘は見当たらない。 
そこで本論文第Ⅰ部（第１～３章）では、共依存概念生成にはじまり、共依存という現

象がいかに病理化されていったのか、そして現在、共依存概念はどのような意味で用いら
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れ得るのかを歴史的に検証することによって、概念生成以後、著しい意味拡張を遂げた

「共依存」の現在における意味範囲を明確にする。そして、病理と非病理の狭間をさまよ

う共依存概念の実像に迫ると同時に、その病理性に元来含意されていた神経症的要素が、

意味拡張の過程で薄れていっていることを示す。 
第二の問題は、「共（co-）」という契機、すなわち、個人の症状だけでなく、関係性それ

自体も病理とみなす視点に着目した上で、共依存と、精神医学・精神分析との関係を分析

した研究がほとんどないことである。共依存概念は、嗜癖的な個人の症状
、、、、、

と、嗜癖的な関
、

係性
、、

の双方を意味している。個人の症状を診断する視点は従来の精神医学・精神分析にお

ける視点である。共依存は、その視点を担保した上でなお、従来の精神医学・精神分析に

おいて見逃される傾向にあった視点である関係性的視点も対象とした言葉である。 
そこで、本論文全体にわたって「共」という視点の重要性を示し、関係性の病理を取り

扱う際に、個人的症状および関係性の双方を取り扱わなければ、その病理の本質に迫りか

ねることを示唆したい。将来的には、「共」という視点に着目することでアメリカ精神医

学・精神分析を再検討し、これまでの研究を補強することを目指したいと考えている。 
第三の問題は、これまで共依存の倫理的考察がされてこなかったことである。共依存が

物語られるとき、物理的な暴力や、共依存関係にある者同士が、互いを単なる手段として

利用しているあり方や利己的なあり方などに対する倫理的な批判がされてきた背景があ

る。この事実は、共依存を倫理的に考察する必要性を説いている。 
本論文の第Ⅱ部では、共依存の各種療法、理論研究、フェミニズム批判などを分析する

ことで、共依存の回復論のなかにある、自律主義や個人主義を背景とする一定の倫理観の

存在を浮かび上がらせることを試みる。最終的には、共依存にまつわる諸問題を倫理的に

扱うための基盤を提示することを目的としている。 
第四の問題は、前述の共依存理論における倫理観が、共依存にまつわる一部の現象に対

する否定・排除を生むことである。これまでの共依存研究は、他者との関わり（依存）の

重要性を指摘した上でもなお、最終的には回復者としての自律を目指すためのものである

と言える。この理論に潜む倫理観は、もちろん問題解決の一つの在り方を示す重要なもの

である。しかし、他方でこの倫理観は、「関係性におけるあるべき姿」を示しており、こ

の流れにそぐわないものは「未熟」ないし「不健全」とみなすものである。 
本論文では、共依存者の生き方や関係性を選ぶ者たちを一方的に否定してきた従来の共

依存研究の理論や言説が一定の倫理観の上に形成されていることを明らかにする。そし

て、その倫理観によって共依存者たちの「不健全」な生き方が批判されていることを示

し、その上で、その者たちの生き方を完全に否定することなどできないということ、また

は、否定する確固たる理由が実は存在しないということを明らかにする。 
したがって、本論文は、共依存の概念史を提示すること（第Ⅰ部）、共依存にまつわる

各領域の理論を整理・分析し、そこに存在する倫理観を暴き出し、そこから生まれる排除
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的思想を明らかにすること（第Ⅱ部）を目的とする。この作業の経過において、従来の倫

理観によって見過ごされてきた共依存に潜む肯定的側面を明らかにする。 
 
２.  論文の構成 

 
序章 
 1．共依存とは（個人的症状／関係性） 

2．本研究の目的、論文構成、意義、方法論 
 

第Ⅰ部 共依存の概念史 
 
第１章 共依存概念の誕生史 

1． 共依存の前史 
1.1 精神障碍的人格論（内部原因論） 
1.2 ストレス論（外部原因論） 
1.3 家族システム論（要因論） 
1.4 イネイブラー概念の成立 

2． 共依存の誕生 
2.1 コ・アルコホリック 
2.2 共依存 
 

第２章 共依存の病理化 
1． 共依存症 

1.1 精神医学 
1.2 広義の共依存症 

1.2. 1  援助専門家 
1.2.2 男性 
1.2.3 依存症者 
1.2.4 現代人 

2． 共依存関係 
2.1 臨床領域 
2.2 二者関係を越えたシステム論 
2.3 社会学 

   3. 共依存病理の両義性 
     3.1  共依存における病理性と非病理性 
     3.2  日本的共依存 
 
第３章 共依存と精神分析 

1． 共依存概念の誕生に影響を与えた精神分析理論 
2． 共依存言説において引用される精神分析理論 

2.1 ホーナイの病的依存 
2.2 フロムの共棲 
2.3 真の自己と偽の自己 
   2.3.1  「真の自己」と「偽の自己」にまつわる理論 
   2.3.2 「内なる子ども」と「共依存自己」 
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第Ⅱ部 共依存の理論とその倫理観 
 
第４章 共依存とフェミニズム 

1． ラディカルフェミニズムからの批判 
2． フェミニンフェミニズムからの批判 
3． 共依存概念の意義 

3.1 「共依存」の存在 
3.2 「完全に否定的なものと見なす」ということへの懐疑 
 

第５章 共依存とトラウマ論 
1． 共依存とアダルトチルドレン 

1.1 アダルトチルドレンとは 
1.2 機能不全家族 
1.3 役割理論 
1.4 世代間連鎖 

1.4.1 親の嗜癖者率と同類結婚 
1.4.2 アダルトグランドチルドレン 

2． 共依存のトラウマ論 
2.1 男性性の暴力 
   2.1.1  身体的虐待 
   2.1.2 性的虐待 
2.2 女性性の暴力 
2.3 関係性の暴力 

3． 共依存のトラウマ論から見えてくるもの 
3.1 世代間連鎖を断つという責任 
3.2 ケアするか、権利を主張するか 

 
第６章 共依存の回復論 
   1．回復者の統治 
     1.1 再帰的な回復論 
       1.1.1 自助グループにおける再帰性 
       1.1.2 共依存の自助本における再帰性 
         1.2 嗜癖的な再帰性 
       1.2.1 再帰性の矛盾 
       1.2.2 回復者たちの嗜癖 
     1.3 統治のメカニズム 
   2．回復論の倫理観 
     2.1  真の自己 
       2.1.1 「自己喪失の病」からの回復 
              2.1.2 「否認の病」からの回復 
     2.2 親密性 
         2.3  回復論の拒否 
       2.3.1 「治療」しない者 
       2.3.2 「治療」したくない者 
終章 
参考文献 
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３.  論文の要旨 

 
第Ⅰ部「共依存の概念史」では、共依存概念について歴史的に検討し、共依存という語

の現在における意味範囲を明確にした。 
 第１章「共依存概念の誕生史」では、共依存概念の誕生において重要な関わりを持って

いるアルコール依存症の研究のうち、特に「アルコホリックの妻」を病理化する言説に着

目し、そこから導き出される共依存の概念史について論じた。1940 年代にアルコール依存

症の家族研究で、アルコール依存症の病理の原因をアルコホリック本人だけではなく、そ

の妻にもみる理論が成立した。神経症的欲求をもつ妻の病理的人格が夫の病理の一因であ

ることが発見されることで、妻の病理だけではなく、アルコホリックの結婚に病理を見る

視点も生じた。この家族研究の理論は次第に臨床に介入し、1960 年代にはアルコホリック

の病理を可能にする人を意味する「イネイブラー」という語が誕生した。1970 年代初頭に

は、アルコホリックと苦悩を共にする人を意味する「コ・アルコホリック」概念が臨床に

おいて成立した。その後、イネイブラー概念を生成したアルコール依存症の家族研究の影

響や経済効果を狙った政策を背景に、「コ・アルコホリック」という語がイネイブラー的

な意味をもつ共依存という語に変化した経緯を明らかにした。 
第２章「共依存の病理化」では、概念成立以後における、共依存の病理化について検討

した。共依存概念は、依存的な個人的症状および関係性を「神経症的症状」あるいは、

「神経症的関係性」として病理化する概念として誕生した。しかし、概念が拡張する過程

で、共依存という語の対象範囲は、アルコホリックやイネイブラーをモデルとするような

具体的な個人的症状／関係性から、より抽象的な個人的症状／関係性に拡張していき、ひ

いては、人間以外のものに向けられる嗜癖的症状にまで及ぶようになった。このような概

念拡張の歴史について検討することで、共依存における「病理性」が意味するところのも

のが変化していることを明らかにした。また、共依存概念が、アメリカから日本に輸入さ

れることで共依存を肯定的なものとして捉えた言説が生じたことにも着目した。 
第３章「共依存と精神分析」では、共依存議論において参照されている精神分析理論の

うち、特にカレン・ホーナイの「病的依存」、エーリッヒ・フロムの「共棲」、そして、

「真の自己」と「偽の自己」について検証することで、共依存概念が指摘する「病理性」

が「神経症的
、、、、

な病理」から「自己喪失
、、、、

の病」に変容してきたことを明らかにした。「自己

喪失の病」は、神経症的な病理を前提とした精神分析理論を介して現れてきたが、共依存

言説においては、必ずしも神経症的な意味をもたない。時に「自己喪失の病」は、純粋に

自己のあり方の病理性を問うものとして語られているのである。 
第Ⅱ部「共依存の理論とその倫理観」では、共依存をめぐる理論を整理することを通し

て、共依存言説に潜む倫理観を浮かび上がらせた。 
第４章では、第一に、二種類のフェミニズム批判、すなわち、共依存概念の普及をバッ

クラッシュの一貫として見なすラディカルフェミニズム、および、関係性を重視する女性
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の特性を評価した上で共依存概念を批判したフェミニンフェミニズムの批判を考慮するこ

とで、共依存における現行の回復論を再考した。本章では、フェミニンフェミニズムの立

場に着目することで、関係性や共感能力を重視した回復論である「関係内自己（self-in-
relation）」理論に焦点を当てることを経て、共依存言説において聞き逃されがちな、当事

者の声について論じた。第二に、以上のフェミニズムと共依存の論争を総括した上で、共

依存概念の存在意義について検討した。フェミニストたちの批判を通じて、共依存概念自

体が、女性に対する理不尽な状況を促進させるということが分かった。しかし、それでも

なお、「共依存」という語が、その描写する現象を捉えることや、関係性そのものの病理

を注視し、その病理と向き合うことを可能としたこと、そして、その現象について熟考す

ることで、否定的なものとしてしか見えないような関係性においても肯定性があることを

示す可能性をもっており、これらの意味で重要な意義を持つ語であるということを明らか

にした。 
第５章「共依存とトラウマ論」では、共依存概念と密接な関わりを持つ、「アダルトチ

ルドレン（家庭内トラウマを背負って大人になった人）」について検討し、共依存者の子

ども時代やトラウマについて考察した。共依存言説には、共依存者が、トラウマの原因を

乗り越えることで同じ悲劇を繰り返さないこと（世代間連鎖を断ち切ること）に対する潜

在的な義務が示されており、共依存の当事者であった共依存本の著者たちが、その義務を

感じたうえで、トラウマの克服を訴えている。そして、トラウマを乗り越えるためには自

分の「親のようにならない」ことが重要であるという、親を反面教師と見なす思想が定着

している。また、共依存のトラウマ論のなかには、トラウマの原因である親や、家族にお

ける関係性のケアを行うべきか、それともトラウマの原因と訣別する権利を優先させるべ

きか、という倫理的葛藤が存在することを明らかにした。その葛藤をいずれかの形で乗り

越え、健全な子育てができる大人に回復することが、共依存やアダルトチルドレンの回復

論における重要な目的となっている。このことは、共依存者が、「健全な」子育てができ

ない可能性が極めて高い
、、、、、

人間としての烙印を押されていることも示している。 
第６章「共依存の回復論」では、共依存の回復論を検討することで、第一に、アルコー

ル依存症の自助グループ AA（アルコホリック・アノニマス）における回復者や、共依存

の自助本を手にした回復者たちについて検討することで、共依存の回復論が提示する回復

者の再帰的なあり方／関係性が、共依存者の嗜癖的なあり方／関係性と類似したメカニズ

ムをもつことについて論じた。第二に、共依存の心理セラピーにおける思想には、現代人

が目指すべき自己と築くべき関係性を指し示す倫理観が潜んでいることを示した。共依存

の自助本で推奨されている「健全なあり方」と、回復すべきとされる「不健全なあり方」

が二分法で示されており、その変容の過程が実は吟味されていないことにも着目した。共

依存の回復論を拒否する者のなかには、そもそも「治療」をする必要性を想像したことさ

えない者や、心理セラピーを通じて回復することで喪失してしまうものがあると考えるた

め、「治療」したくないと思う者などがいる。このような人々に対して、回復言説におけ
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る二分法は、正しいあり方に対する強制力に化す危険性がある。このように共依存の回復

論が適合しない者がいることを示唆し、既存の回復論における全能感に異議を唱えた。 
終章では、共依存言説に内在する自律主義や個人主義について考察した。フェミニンフ

ェミニストたちは、従来の回復論は、自律、独立、自己実現を価値あるものと見なし、一

方で依存を完全に排除しようとする男性中心主義のものであると批判し、「関係内自己」

理論を提唱した。関係内自己理論を採用することによって、依存を否定するのではなく受

容し、他者だけではなく自己のケアも怠らないような相互依存関係を目指すことができ

る。このようなオルタナティブな回復論は、関係性を重視する女性が、既存の回復論に対

して持っていた違和感を克服するための一助となる。この関係内自己理論において目指さ

れる相互依存やエンパワメントは、「共依存」の回復にとって重要な概念となる。という

のも、共依存言説は、心理的に自己と他者が未分化の状態にあるような関係性を打破すべ

きものとして描写しているからである。つまり、共依存における「依存」は、フェミニン

フェミニストの立場からも批判対象となるのである。しかし、「甘え」文化をもつ日本に

おいては、自他未分化の状態さえも肯定的に捉える言説が存在している。このことは、こ

れまで「個人主義」のアンチテーゼとして提示された諸理論にも、実は「個人主義」ない

し西洋中心主義が潜んでいる可能性があることを示唆している。相互依存における「依

存」だけでなく、共依存における「依存」に対するより深い考察と議論が求められている

のである。 
 
 
４. 論文の意義 

 
 本研究の意義は、以下の三点である。第一に、本研究は、これまでの精神分析や精神医

学が取り扱ってきた個人的症状と、それらの学問において見逃される傾向にあった関係性

の視点を併せもつ、すなわち、「共」という契機をもつ共依存概念に着目することで、将

来的に、精神分析や精神医学理論を補強する可能性をもつ。本研究によって、少なくとも

共依存的な病理に対して、関係性の視点なくしては病理の本質を把握しきることが困難で

あると示された。このことは、現在の精神分析および精神医学において行われている「関

係性」の視点をめぐる論争にも貢献するだろう。 
第二に、これまで心理学的領域および社会学で論じられてきた共依存を、倫理的領域へ

横断可能な概念として提示することである。この検証を通じて、共依存から生じる具体的

な諸問題に対して、倫理学の蓄積を応用する礎を築くことができる。 
第三に、これまでの共依存理論に潜む倫理観を検証することを通じて、臨床の専門家や

各領域の理論家が見逃してきた共依存における「現実」を提示することである。共依存者

の中には、治療や他者の介入を通じて現状を改善することを拒否することで、あるいは、

そのようなことを想定しないで、その悲劇的な人生の中に肯定性を発見し、不幸の中の幸
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福を見つめて生きている者がいる。また、共依存的なあり方、関係性こそが幸せの形だと

考える続ける共依存者もいる。本研究は、このような人間の多様性を提示し、彼らが見出

した共依存に潜む肯定的側面に光を当てることで、これまでの研究に見逃されてきた倫理

を提示する。 
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